






























































































調で，現在では以前と変わらず研究に精を出され

ている。会員一同大いに安堵している次第である。

他方，不幸な出来事として，本分科会会員であ

る津吉俊氏が本年 1月にクモ膜下出血で急逝され

定例研究会概要

第13回定例研究会

日時：昭和63年5月20日（金）13: 30~16: 30 

場所：浜松市福祉文化会館， 2階，集会室

1．総会

〒432浜松市成子町36-1 

(TEL : 0534-52-3131) 

(1)会計報告，（2）事務局報告

2．小核試験共同研究経過報告

3.［招待講演］

1)マウスSteel遺伝子座の作用機序

北村 幸彦（大阪大学医学部，バイオメ

ディカル教育研究センター）

2)マウス表皮メラノサイトの分化における毛色

遺伝子の役割

広部知久（放射線医学総合研究所，生物

研究部）

第14回定例研究会

日時 ：昭和63年11月3日（木） 15: 30~19 : 00 

場所 ：日本教育会館

〒101東京都千代田区ーツ橋2-6-2

(TEL : 03-230-2831) 

1．事務連絡

2．スポットテスト共同研究経過報告

3．小核試験共同研究経過報告

た。小核共同研究にも参加され，本分科会の重要

なメンバーの 1人として活躍されていたが，あの

若さであまりの突然のことで言葉もない。謹んで

ご冥福をお祈り申し上げる。

4．研究発表：

『哺乳動物生殖細胞での突然変異について考え

る』

1)アルキルニトロソウレアによるマウス生殖細

胞の遺伝子突然変異誘発

渋谷徹（食薬センター ・秦野研）

室田 哲郎（三菱化成総合研究所）

2)マウス ・スポットテストの使用系統における

生殖細胞の自然突然変異 ーアンケート調査

の報告一

土川 清（国立遺伝研）

［招待講演］

生殖細胞における異常染色体の分離と淘汰に

ついて

孫田

（総合討論）

5．帰朝報告

神経芽細胞腫におけるN-myc遺伝子の増幅

単位の分離と解析

西

哺乳動物試験分科会 (MMS分科会）

会長：土川 清

幹事：乾 直道，大島稔彦，菊池康基，

渋谷 徹，島田弘康，須藤鎮世，

祖父尼俊雄，林 真，ーツ町晋也

事務局 ：国立衛生試験所・変異遺伝部

(TEL : 03--700-1141, Ext. 435) 

-88-
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第14期最初の総会開催される

昭和63年 8月 日本学術会議広報委員会

日本学術会議の第14期か7月22日から発足し， 7月25日～27日の3日間，第14期最初の総会か開催されましたので，

その総会等についてお知らせします。

日本学術会議第105回総会報告

7月22日の第14期の発足に伴い，同日付けで内閣総理大

臣による日本学術会議会員の発令か行われた （辞令の交付

式は，総会日程の関係で 7月25日に挙行）。第14期の会員

は，選出制度が学術研究団体を基礎とする推薦方式に変わ

って後，2回目の会員である。この第14期会員による最初

の総会である，第105回総会か， 7月25,26, 27日の 3日

間本会議講堂で開催された。

第1日目 (25日）。 午前中の新会員への辞令交付式に続い

て， 13時に総会が開会され，直ちに，会長及び両副会長の

選挙が行われた。会員による互選の結果，会長には，第13

期の会長であった近藤次郎第 5部会員が再選された。こ乞

人文科学部門の副会長には，大石泰彦第 3部会員が， 自然

科学部門の副会長には，渡邊格第 4部会員がそれぞれ選出

された。選挙終了後，近藤会長から，「一生懸命務めるつも

りなので，会員の方々の御協力をよろし〈お願いしたい。」

との就任のあいさつかあり ，また，大石，渡邊両副会長か

らもそれぞれ就任のあいさつがあった。

総会終了後，直ちに，各部会が開催され，各部の役員で

ある部長，副部長，幹事の選出が行われた。（第14期の役員

については，別掲を参照）。

第2日目 (26日）。 10時に総会が開会され，始めに，近藤

会長か，第13期の会長という資格で第13期の総括的な活動

報告を行った後 3年間を振り返り特に印象の深いものと

して，脳死問題に関する討議， ICSU総会招致に関連する科
学者の自由交流問題，学術会議の予算等について，その所

感を述べた。続いて，会員推薦管理会報告として，久保亮

五委員長の代理として事務総長が，第14期会員の推薦を決

定するまでの経過報告等を行った。

引き続き，会長から 3日目の総会で提案 ・審議する予定

の「第14期活動計画委員会の設置について （申合せ案）」に

関する各部での事前討議について並びに各常置委員会の委

員定数の決定に基づ〈各部での委員の選出について，それ

ぞれ各部へ付託かなされた。

総会終了後，直ちに各部会が開催され，前述の申合せ案

の討議及び各常置委員会委員の選出等が行われた。

第3日目 (27日）。 10時に総会が開会され，会長から前述

の「第14期活動計画委員会の設置について （申合せ案）」の

提案か行われた。この申合せ案は，第14期の活動に関する

基本的計画の立案を任務とする臨時の委員会を次の定例総

会までの間設置するということを内容としている。この

提案は，その構成等に関する若干の討議の後，原案どおり

可決された。

総会終了後，直ちに各部会が開催され，設置が決定され

た第14期活動計画委員会委員の選出等か行われた。

なお，この第14期活動計画委員会は，総会期間中に第 1

回の会議を開き，全会員を対象にした第14期の学術会議の

活動に関するアンケートの実施を決めるなど，早速その活

動を開始した。

第14期日本学術会議会員の辞令交付式
等について

第105回総会に先立ち，第14期日本学術会議会員の辞令交

付式か7月25日 （月）10時35分から，総理大臣官邸ホール

で行われた。辞令交付式は，まず，第 1部から第 7部まで

の会員の氏名か順次読み上げられた後，会員全員を代表し

て最年長者である 山本正男第 1部会員が竹下登内閣総理大

臣の代理としての小渕恵三内閣官房長官から，辞令の交付

を受けた。その後，小渕長官から，第14期会員に対する期

待を込めた内閣総理大臣あいさつの代読があり ，続いて，

山本正男会員から，会員を代表して国民の期待に沿うよう

努力 したい旨のあいさつかあって，式は終了した。出席会

員は190人であ った。なお，第14期日本学術会議会員の発令

は，第14期の始期である 7月22日付けであるが，総会日程

との関係で，総会初日の 7月25日に辞令交付式を行ったも

のである。

26日には，午後の各部会終了後， 18時から，小渕内閣官

房長官主催による歓迎パーティーか本会議のホールで行わ

れた。小渕長官のあいさつかあり，続いて，脇村日本学士

院長の代理としての石井良助学士院会員から祝辞があった。

これに対し近藤会長によるユーモアに富んだ答礼のあいさ

つかあり，沢田敏男日本学術振興会会長の乾杯の音頭でパ

ーテ ィーが進められ，活発かつ友好的な歓談か行われた。
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第14期日本学術会議役員

会長 近藤次郎 （第5部 ・経営工学）

副会長 （人文科学部門）大石泰彦 （第3部 ・経済政策）

副会長 （自然科学部門）渡邊 格 （第4部・生物科学）

〈各部役員〉

第1部部長黒田俊雄 （歴史学）

副部長北川隆吉 （社会学）

幹事 一番ケ瀬康子 （社会学）

肥田野直 （心理学）

第2部部長西原道雄 （民事法学）

副部長川田 侃 （政治学）

幹事経塚作太郎 （国際関係法学）

／， 山下健次 （公法学）

第3部部長島袋嘉昌 （経営学）

副部長 大石嘉一郎（経済史）

幹事木村栄一（商学）

／， 則武保夫 （財政学・金融論）

第4部部長中嶋貞雄 （物理科学）

副部長田中郁三（化学）

幹事樋口敬二（地球物理学）

平本幸男（生物科学）

第5部部長岡村総吾 （電子工学）

副部長高村仁ー （金属工学）

幹事市川惇信 （計測・制御工学）

藤本盛久 （建築学）

第6部部長江川友治 （農芸化学）

副部長 中川昭一郎 （農業総合科学）

幹事飯田 格（農学）

＇， 水間 豊 （畜産学）

第7部部長小坂樹徳 （内科系科学）

副部長水越 治 （外科系科学）

幹事伊藤正男 （生理科学）

／！ 岡田 晃 （社会医学）

（注）カッ コ内は，所属部・専門

「対外報告」について

本会議では，第13期になってから，その意思の表出の形

態の一つとして，各部・委員会がその審議結果をとりまと

めたものを，総会又は運営審議会の承認を得て，外部に発

表する「報告」 （通称 「対外報告」と言っている。）という

ものができるようになった。 ただし，この対外報告は， 日

本学術会議全体の意思の表出ではな〈て，当該対外報告を

とりまとめた部・委員会限りのものである。

第13期には，数多 くの対外報告か総会又は運営審議会の

承認を得て出されている。ここでは，すでに，この日本学

術会議だよりで紹介されているものを除いた対外報告の題

目のみを以下に紹介する。

• 物理学研究連絡委員会報告ー大型ハドロン計画の推進に
ついて

・化学研究連絡委員会報告ー全国的視野に立つ化学の新し

い研究体制について

•第 5 常置委員会報告ー公文書館専門職員養成体制の整備

について

・遺伝医学研究連絡委員会報告ー「医学教育の改善に関す

る調査研究協力者会議最終まとめ」についての意見

• 第 4 部報告ー上級研究員制度 （仮称） の新設について （基
礎科学振興 ・充実のための一方策） ／‘  

第14期日本学術会議会員の概要につ
いて

この度任命された210人の第14期日本学術会議会員の概

要を以下に紹介する。 （カッコ内は前期）

1 性別 男子 208人 (207人）

女子 2人 ( 3人）

2 年齢別
50~54歳 5人 55~59歳 39人

60~64歳 85人 65~69歳 67人

70~74歳 13人 75~79歳 1人

最年長 76歳 (77歳）

に齢：二4冒6歳）］ 
3 勤務機関及び職名別

(1) 大学関係

国立大学 73人 (101人）

公立大学 5人 (6人）

私立大学 88人 (77人）

その他 1人 ( 3人）

計 167人 (187人）

(2) 国公私立試験研究機関・病院等

8人 ( 9人）

(3) その他

法人・団体関係

民間会社

無職

計

4 前・元・新別

13人 ( 3人）

7人 ( 3人）

15人 ( 8人）

35人 (14人）

前会員 109人 (41人）

元会員 4人 ( 6人）

新会員 97人 (163人）

5 地方別 （居住地）

北海道

東北

関東

中部

近畿

中国・四国

九、州・沖縄

（注） 詳細については，

3人 ( 5人）

6人 ( 6人）

132人 (134人）

15人 (12人）

42人 (40人）

4人 ( 6人）

8人 ( 7人）

日本学術会議月報7月号を参照

•第 5 部報告ー工学系の大学における産 ・官 ・ 学の研究協
カの在り方について

•生命科学と生命工学特別委員会報告一生命科学の研究と
教育の推進方策について

・情報学、学術文献情報学術データ情報研究連絡委員会

報告ー情報学振興総合機構の構想について （中間報告）

・商学研究連絡委員会報告ー大学における商学教育の課題

と方向
・電子 ・通信工学研究連絡委員会報告ー通信工学の体系化

に向けて

戸｀｀広｀2;；話 03(403) 6291 
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第14期活動計画決まる

昭和63年11月 日本学術会議広報委員会

如乏ぞぞ年⇔⇔年⇔⇔⇔⇔⇔冬とと⇔⇔蕊蕊⇔⇔ぞ年李冬冬⇔⇔と冬冬冬冬冬⇔ぞ蕊⇔⇔と⇔⇔年冬冬⇔⇔⇔四

日本学術会議は，このたび開催した第 106回総会において， 第14期活動計画と新しい特別委員会の設置を決定しました

ので，その概要をお知らせいたします。

紛砂苔吟会会疹⇒笞 ⇒参全会吟全⇒ー会疹芦会疹函疹疹疹デ⇒会 ⇒笞細芦⇒疹疹⇒⇒会 ⇒会全疹⇒笞笞濠

日本学術会議第106回総会報告

日本学術会議第 106 回総会（第14期 • 第 2 回）は， 10 月

19~21日の 3日間開催された。

今回の総会の主な任務は，第14期日本学術会議の活動の

指針となる第14期活動計画を審議し、決定することであ っ

広そのために， 「第14期活動計画（申合せ）」と「臨時

（特別）委員会の設置について（申合せ）」の 2つの総会

提案が用意された。

この 2つの提案の内容は，前回の臨時総会（本年7月）

で設置された第14期活動計画委員会が， 1真重に審議を重ね
て作成したものであり，またその間に 2回の連合部会及び

各部会を開いて各会員の意見を聴取の上，調整したもので

ある。

この 2つの提案については，第 1日目の午前中の総会で，

近藤会長から，提案説明が行われるとともに，同日の午後

の各部会で審議が行われた。

次いで，この 2つの提案は，第2日目の午前中の総会の

審議に付され，最終的推敲を期す質疑の後，採決が行われ，

いずれも圧倒的多数の賛成で可決された（第14期活動計画

及び設置された 7特別委員会の名称は別掲参照）。

この総会決定により，新たに設置された 7特別委員会に

ついては，第2日目の午後に開催された各部会で，各部ご

とに割り当てられた委員定数により，委員の選出が行われ

次いで翌第 3日目の午前中には，各特別委員会の第 1

回目の会議が開かれ，それぞれ委員長 ・幹事の選出が行わ

れるとともに，今後の審議予定等について審議がなされる

など，早速その活動が開始された。

第2日目の午後には， 1時から 2時間半にわたって「総

会中の自由討議」が行われた。これは，会員のための一種

の勉強会で，総会行事の一環として行われてきたものであ

る。今回は，第14期活動計画案を審議する過程で，会員間

で特に討議が活発に行われ，関心が高かった課題を取り上

げて行われた。まず，島袋嘉昌第 3部会員（経営学）から

「学術的・総合研究」について意見の発表の後，関連して，

石井吉徳第 5部会員（資源開発工学）から発言があり ，続

いて，井口潔第 7部会具 （外科系科学）から「人間の科学」

につしヽて，川山侃第 2 部会員 （政治管）から「紛争'•芥． 、 ド和

学」について，中川昭一郎第 6部会員 （牒業総合科学）か

ら「農業・農村問題」について，大島康行第4部会員（生

物科学）か ら「IGBP（地球圏一生物恩国際協同研究計画）」

について， それぞれ意見の発表が行われた。

第 14期活動計画

我が国の科学 ・技術は戦後目覚しい発展をとげ，経済の

高度成長とともに，国民生活の向上に多大の貢献をしてき

た。し かしながら，近年世界的規模での経済・社会環境や

地球生態系の激しい変化を背景に，科学 ・技術の在り方に

様々な問題が生じている。その中には，科学 ・技術と人間

との係わり方の根源を問い直すようなものや，学問諸分野

の再編成を求めるものも含まれている。また，国際社会に

おける我が国の地位の向上も加わって，学術の面での我が

国の貢献に対する国際的期待はますます強ま っている。

日本学術会議は，創設以来，科学者や学術研究団体との

連携の下に，その目的・職務の遂行に努力し，我が国の学

術研究体制の整備についての重要な勧告等を行い，研究所

の設立などを含めて数々の業績をあげてきた。また，国際

協力事業への参加を始めとして，世界の学界と提携しつつ

学術の進展に貢献してきた。しかしながら，創設後40年を

迎えた現在，学術を取り巻く状況は，国際的にも国内的に

も著しい変化を生じた。このような状況を踏まえて，第14

期日本学術会議は，本会議の創設以来の基本的精神を引き

続き堅持しながら，なお一層の成果をあげるべく努力する

ものである。

日本学術会議は，我が国の学術に関する重要事項を自主

的に調査審議し，その実現を図る機関としての使命と役割

を確認した上で，会員の科学的知見を結集し，時代の要請

に即応しつつ将来を見通した基本的理念を確立し，我が国

における学術研究の一層の推進を図るために，本会議の本

来の目的を，次の視点から実現することが必要であると認

識した。

人文・社会及び自然科学を網羅した日本学術会議は，全

学問的視野に立ち，学術研究団体を基盤とする科学者の代

表機関であることを認識して，全科学者の参加と意見の菓

約を真繁に図らなければならない。さらに，本会議が躾約

した科学者の意見が政策に反映するよう，他の学術関係諸

磯関と協議の上，その役割分担を明確にしつつ， これら と

の連携の強化を図る必要があ る。

また，学術研究団体を枯盤とする日本学術会議は，関係

ある学術研究団体等から推I肉された科学者を中心とし て構

成される研究連絡委員会の重要性を認識し，その活動を強

化するとともに， 学術研究団体の活動を助長し，研究枯熊

の強化を図り，高度化する学術の発展に貢献する必要があ

る。

我が国の科学者を内外に代表する機関である日本学術会
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議は，国際社会における我が国の地位の向上と海外諸国の

期待にこたえて， 学術の分野における国際協力を飛躍的に

拡大する必要がある。

日本学術会議は，真理を探究するという理念に立脚し，

社会に開かれた学術の在り方と国際性 を重視し，その健全

な発展を図るため，学問 ・思想の自由の尊重と研究の創意

への十分な配慮の下に，長期的かつ大所高所の視点に立ち，

創造性豊かな研究を発展させることが必要である。

日本学術会議は，以上の諸点を踏まえ，科学者の総意を

代表し てその精神 を高揚し， 21世紀に向けて学術体制及び
研究・開発の望ま しい在り方を検討して，我が国の学術政

策に指針を与えることにより，国民の期待にこたえるとと

もに，人類の福祉と世界の平和に貢献することを期するも

のである。

1. 重点目標
第14期活動計画の重点目標は，次のとおりとする。

(1) 人類の福祉 • 平和及び自然との係わりを重視す る学

術の振典

科学 ・技術の著しい発展は，人間生活を豊かにす る

と同時に，現代社会の高度な複雑化とあいま って，人

間社会に新たな緊張をもたらし，人類の福祉 • 平和及

び自然環境を脅かすのではないかとの疑念を招いてい

る 。 人顆の福祉 • 平和及び自然との係わりについて十

分に配慮しつつ，学術の総合的振興を図ることは， 21
世紀へ向けての極めて重要な課題である。これは，人

文 ・社会及び自然科学を網羅した本会議の特長を十分

に発揮してこそ可能となるものである。学術の振興と

発展の人間，社会及び自然への望ましい貢献，好まし

くない影響の防止について具体的構想を樹立し，あわ

せてこれに対応する社会の体制整備に明確な指針を提

示する。

なおまた，今日の社会的現実が提起している複雑な

問題を解決するには，既成の個別的研究領域のみでは

十分に対応し得ない。直接に関係する研究だけでなく，

広く諸科学が積極的に関与すべきであることを十分に

考慮し，多くの研究領域が，その独自性を保ち一層の

深化を図るとともに，共同の努力を行い，研究の内容，

学問体系の変革にまで進むことによって，総合的な研

究の在り方を追求することが必要である。

(2) 基礎研究の推進と諸科学の整合的発展

学術の発展には，基礎研究の推進が不可欠であるこ

とは言をまたない。我が国の学術の国際的地位の確立

を目指し，その発展に向けた長期展望 ・将来計画を策

定するための基盤となる基礎研究の推進に，積極的に

取り組む必要がある。

また，学術の領域は広範多岐であり，それぞれの領

域ごとに方法論も異なり，研究者の求めるものに大き

な違いがあることを十分に考慮し，それぞれの研究者

の声を聞き，それぞれに適した育成策を講ずる必要が

ある。それと同時に，学術研究の動向を考慮し，いわ

ゆる学際領域や学問の総合化に留意し つつ， 諸科学の

整合的発展を図ることが重要である。

以上のため，第13期においては，学術研究動向に関

する調査研究を行い，我が国の学術水準の国際比較

やその発展を阻害する諸因子などを指摘した。今期に

おいては， この調査結果を検討し つつ，これを基礎に

して，創造性の基礎となる個人の着想を重視し，革新

的研究の強化等を積極的に図るとともに，一方におい

ては，学術研究体制や社会・産業構造等に内在する創

造性を阻む負の要因の解消に向けての建設的提言を行

うなど，学術の向上発達のための具体的方策を審議提

言していくことが必要である。

(3) 国際関係の重視と国際的寄与の拡大

学術研究は，本米，真理の探究を目指す知的活動で

あり，その成果は広 く人顆共通の資産として共有され

てきた。そのことから ，学術の国際交流は， 学術研究

にと って内在的な要請であり ，その在り方に常に関心

を払う 必要があることは言うまでもない。

一方で，我が国の国際的地位の向上に伴い，その学

術研究が国際的貢献を果たすことに対する要請は， —―

層強まってきている。特に国際平和の推進や環境問題

の解決等，いわゆる地球的あるいは国際的規模の課題

について，我が国の研究を充実させつつ，全世界の科

学者との協力を拡大す ることへの要請が増大 してきて

いる。

国際的あるいは二国間の共同研究，技術協力，技術

移転等の在り方は，各国の政治，経済，社会に重大な

影嘴を及ぼす。偏ったナショナ リズムの立場を排 しつ

つ，学術の健全な発展を促進するための国際的コンセ

ンサスの追求に我が国も努力をすると ともに，相互協

力と相互依存の下の国際社会に対応 していくために開

かれた我が国自体の学術研究体制の整備が求められて

いる。

以上のような状況から，本会議が築いてきた国際学

術交流 ・協力の在り方についての諸原則と実績を踏ま

えつつ．学術の国際交流 ・協力の飛曜的な拡充強化を

図り，国際的寄与を格段に拡大することが極めて重要

である。

2. 具体的課題 （要旨）
次の課題を選定した。

(1) 科学者の倫理と社会的責任

(2) 学術研究の長期的展望

(3) 研究者の養成

(4) 研究基盤の強化と研究の活性化

(5) 学術情報 ・資料の整備

(6) 学術研究の国際交流 ・協力の飛躍的拡大

(7) 国際対応への積極的取組み

(8) 平和及び国際摩擦

(9) 人間の科学

(10) 医療技術と社会

(11) 生命科学と生命工学

(12) 農業 ・農村問題

(13) 資源 ・エネルギー問題

(14) 人間活動と地球環境

(15) 高度技術化社会

3. 具体的課題への対処及び臨時（特別）委員会設置の基

本方針等 （省略）

◆今回の総会決定により設置された特別委員会◆

• ‘ド和及び国際摩擦に関する特別委員会

・ 区療技術と社会に関する特別委員会
• 生命科学と生命工‘・や特別委員会

・牒業 ・戯村問題特別委員会
・責源 ・エネルギー問題特別委員会
・ 人間活勅 と地球環境に関す る特別委員公
• 高度技術化社会特別委員会

「‘~~~~~~~-~~~~~~~~
i 御意兄 • お問い合わせ等がありましたら下記ま；一
｝ぉ寄せ ください。 ］ 
} 〒106港区六本木 7-22-34

L IJ本学術会議広報委員会 電話 03(403)6291 
―~.̂~・…---------」
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第14期特別委員会の活動始まる

平成元年2月 日本学術会議広報委員会
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日本学術会i義では、昨年の10月の総会において設置された第14期の各特別委員会が活動を始めましたが、今回の日本学

術会議だより では、これらの特別委員会に加え て、 本会議が行っている国際的活動等についてお知らせいたします。

疹疹細疹疹疹吟沿会疹吟疹吝全疹全参疹疹細細函全デ疹芦乏芝疹全デ疹？今アお吟笞疹細アお吐？おーお卵疹 芦 ⇒疹 吟 ⇒⇒全 r→Fお？お答

第 14期の特別委員会

昨年10月の第 1061111総会で決定された、日本学術会議の

第14期活動計画では、活動の重点目標として、① 人穎の福

祉•平和及び自然との係わりを重視す る学術の振興、 ②碁

礎研究の推進と諸科学の整合的発展、 ③国際関係の重視と

国際的寄りの拡大、の 3本の柱を掲げるとともに、これら

の重点目標を踏まえて、多方面の科学者によ って構成され

る日本学術会i義にふさわしく各分野にわた って広 く対応し、

かつ、第14期中に適切な形で報告 ・提言に取りまとめるべ

き其体的課題として15の課題 を選定 している。

この度設置された 7つの特別委員会は、 上記の具体的諜

題のうち、従来から常設されている 6つの常置委員会（別

掲参照）で取り扱うものを除き 、かつ、緊急に調査審議を

行う必要のある 7課題に対応するものである。

各特別委貝会の名称及び任務等は次のとおりである。

◆平和及び国際摩擦に関する特別委員会

委員長：川田 侃 （第2部会員）

（任務）国際的視野と我が国が置かれている地域的状況

や特性を踏まえて、国際麿擦（文化的 ・政治経済

的・技術的等）の解決と平和に関する総合的な研

究の推進の在り方やその体制等について検討する。

♦区収技術と社会に関する特別委員会

委員長：水越治 （第7部会員）
（任務）医根技術の急速な進展は、自然科学の分野だけ

でな く、人文 ・社会科学の領域にも種々の問題を

提起 している。様々な医療技術に係わる社会的側

面を総合的に検討する，＂

◆牛命科学と生命工学特別委は会

委員長：井 1：英二（第7部会員）
（任務）生命科学と生命工学の推進方策を検討するとと

もに、これらの急速な進歩を踏まえ 、それらと人

間 ・社会及び自然との係わりについても総合的に

検討する。

◆牒業・農村問題特別委員会

委員長：水間 豊 （第6部会員）

（（「：務）農業 ・農村のもつ食糧生産や環境保全等の多面

的機能について、近年の国際的 ・国内的状況を踏

まえつつ、文化 ・経済 ・自然・都市との係わりで

幅広 く検討する。

◆資源・エネルギー問題特別委員会

委員長：上之園親佐（第5部会員）
（任務）資源 ・エネルギーの開発と利用の問題を検討す

る。それに伴う自然及び人間社会への好ましくな

い影饗を防止するという観点からも問題を検討す

る。

◆人間活動と地球環境に関する特別委員会

委員長 ：吉野正敏 （第4部会員）
（任務）近年、経済社会活動の拡大等を背景に、人間活

動が環境に及ぼす影響が地球的規模で広がってお

り、深刻化する可能性を強めている。このような

状況を踏まえ、人間活動と地球環境の問題等を検

討する。

◆高度技術化社会特別委員会

委員長：佐藤豪（第5部会員）
（任務）エレク トロ ニクス 、メカニ クス等の技術の発展

・普及が社会に及ぼす影響、社会の情報化 ・技術

化と人間と の調和等について検討する。また、巨

大な技術システムとヒューマン ・ファクターとの

関連についても安全確保と人間性確保の立場から

検討する。

これらの各特別委員会は、発足以来現在までに各々 2~

3回の会議を開催するとともに、委員会によっては、シン

ポジウムやヒャリングを実施して、それぞれの任務に沿っ

た具体的な審；義課題や今後の審議計画等について熱心に審

議を進めている。今後の審議の成果が大いに期待されると

ころであり 、今後、審議成果が発表さ れ次第、紹介してい

く予定である。

なお、以上の7つの特別委員会のほかに、先般の総会の

申合せにより、本年の 4月総会において、人間の科学特別

委員会 （仮称）を追加設置す る予定である。この 「人間の

科学」については、その具体的検討方法が複雑であるので、

あらかじめ若干の整理を行った後に、特別委員会を発足さ

せることにしたものであり、現在、検討会を設置して問題

点の整理を行っているところである。
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常置委員会

日本学術会議は、別掲の特別委員会のほかに、 6つの常
置委員会を設置している。各常置委貝会は、本会議の目的

及び職務・権限に即して、恒常的に調査・審議を進めてい

く必要がある事項について、個々 の委員会の職務を明確に

した上で設置されている。各常置委貝会の名称と任務等は、

次のとおりである。

●第 1常置委員会（委員長：大石泰彦（副会長・第3部会U))

（任務）研究連絡委員会活動活性化の方策及び［—． 1 本学

術会議の組織等に関することを審議する。

●第2常漑委員会（委員長：星野安三郎（第 2部会員））

（任務）学問 ・思想の自由並びに科学者の倫理と社会

的責任及び地位の向上に関することを審議する。

●第3常置委員会（委員長：渡邊＇晶士夫（第 7部会員））

（任務）学術の動向の現状分析及び学術の発展の長期

的動向に関することを審議する。

●第4常置委員会（委員長：樋口敬二 （第4部会員））

（任務）創造的研究醸成のための学術体制に関するこ

と及び学術関係諸機関との連携に関することを

審議する。

●第5常凶委員会（委具長：市川惇信（第5部会0))
（任務）学術情報 ・資料に関することを記義する。

●第6常置委員会（委員長：染谷恭次郎（第 3部会0))
（任務）国際学術交流 ・協力に関することを審議する。

これらの常質委ti会は、昨年 7月、第14期発足の際に、

委員を決定するとともに、役且を選出して、直ちに活動を

開始した。各常置委且会は、 卜記のそれぞれの任務に従い、

また、前期からの委具会ごとの中送りを尊重しつつ、さら

に、第14期の全体の活動計画に沿いながら、第14期の活動）j

針及び活動計画をたて、それに碁づき鋭意活動を進めている。

これらの常闘委員会は、第13期には、勧告、要望あるい

は見解等をとりまとめるなど多くの成果をあげたが、第14

期の活動も注目されるところである。

平成元年(1989年）度共同主催国際会議

世界の代表的な科学者が一堂に会し、最新の研究情報を

交換する学術関係の国際会議が、我が国でも数多く開催さ

れている。日本学術会議では、これらのうち、毎年おおむ

ね4件について関係学 ・協会と共同主催している。平成元

年 (1989年）度には、次の4国際会議を開催する。
■第14回高エネルギー加速器国際会議
・開催期間：平成元年 8月21日～26日

・開催場所：学園センタービル等 （つくば市）

・参加者数：国外 300人、国内 250人、計 550人

・共催団体 ：（社）日本物理学会

■第40回国際電気化学会
・開催期間：平成元年 9月17日～22日

・開催場所：国立京都国際会館（京都市）

・参加者数 ：国外 200人、国内 350人、計 550人

・共催団体 ：（社）電気化学協会

■第71い］国際人工臓沿学会世界会議
・開催期間：平成元年10月1日～4日
・開催場所：京王プラザホテル（札幌市）

・参加者数：国外 300人、国内 700人、計 1,000人

・共催団体 ：日本人工臓器学会

■第9回結晶成長国際会議
・開催期間：平成元年 8月20日～25日

・開催場所 ：ホテル仙台プラザ （仙台市）

・ 参加者数：国外 300人、国内 600人、~t 900人

・共催団体：日本結晶成長学会、 （社）応用物理学会

二国間学術交流事業

日本学：術会i義では、 二国間学術交流事業として、毎年 2

か国を選んで代表団を派遣している。その目的は、 「諸外

国における学術研究の動向及び現状を把握するとともに、

学術研究に関する枯本的、全般的車項について相手国科学

者等と慈兄を交換することにより、我が国の学術の整合的

な発展に寄りする。」ことにある。

この事業は、昭和58年度から実施されており、これまで

にアメリカ、マレーシア、西ドイツ、インドネシア、スウ

ェーデン、タイ、フランス、大韓民国、連合王国、シンガ

ポールの10か国に代表団を派遣してきた。

昭和63年度は、 10月29日から11月7日まで、チェコスロ

バキア及びポーランドヘ、会長以下6名の会Uから成る代
表団を、また11月27日から12月4I」ま で、カナダヘ、会長

以ド 5名の会員から成る代表団をそれぞれ派遣した。

各代表団は、訪問国において、科学技術政策や教育を担

当する行政機関、研究所、大学等を訪れ、関係者 との間で

学術関係の情報交換を行うとともに、両国の学術研究の問

題点等につ＼ヽて慈見交換を行った。

チェコスロバキア及びポーランドでは、本会t義としては

初めての社会じ義国の訪問であり、各訪問先で、今回の本

会，i義代表[,tlの，ijj|｛りはこれら 2か［国それぞれとの間の学術文
流につしヽて新ししヽ段階を開く契機となり、非常に．意義深し＼

ものであることが強調されるとともに、政治 ・社会体制を

超えた'-]・，：術交流の在り）j官につしヽて、熱心に慈兄文換が行

われた。

カナダでは、各訪問先で、近年の我が国の哨業の発版と

科‘;：：技術の役‘;ijilの観点から、本会滋の役割と活動を含め、
我が国の学・術体制に関する質問が多 く出されるとともに、

両国間の今後のより禎極的な学術交流・協力をめぐ って活

発に意兄交換が行われた。

今回の成果は、代表団訪問時だけのものではなく 、本会

議と訪問国関係諸機関との今後の継続的な交流への発展、

相圧理解の促進・緊密化等の形で現れてくるものであり、

我が国の学術研究の国際交流 ・協力の進展に大きく役立つ

ものと期待される ．）

「熱工学の研究動向と熱技術の進展」

の刊行

本苔は、本会議の然エ芹研究連絡委且会が、関係学協会

の協力の）表に刊行した「熱工学(1苔」ともいう べきもので

す。 〔l冊 1,000円 （送料 200円） 〕

※本苫は、 〔財〕11本惰術協力財団で取り扱ってしヽ ますっ

第2.第4土曜日閉庁の
お知らせ

「行政機関の休11に関する法｛化 の施行に伴l‘、

日本学術会i義市務／II}では、本年 1I lから毎月第 2.
第4上II祉11か休みとなります。御岬解、御協力をお
崩iしilヽ たします。

、-~ •へ 99ヽ•―~ • •• ～一｀，．ー·—•ヽ～9 ・～ ・ ニ ヘ·9 ~ 2 一 ・・ -̀-・--・ • 9 • •ヽ•` 9 • •一ー ·,.—• こ ・ク ・-·｀-·-ヽ-·・｀_ .._ ¥ 

i 御、意兄 • お問い合わせ等がありましたら下記まで i

：お寄せください。

i 〒106港区六本木 7-22-34 I 
： 日本学術会議広報委具会 電話 03(403) 6291) 
} ·— ’` - - ·--·- ‘_ ..`--·~ -—·- - "‘~-·、一·~—• 9- ·—·—·—ー・ 一～ー·• ～一9ー・
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日本環境変異原学会入会申込書
A 子 子た 部 学部学校名 卒業年次 年

歴 大学院 課程学校名 修了年次 年

平成 年 月 日
子｝ 位 取得年 年

日本環境変異原学会長殿
研究領域 （下記にあてはまる項の 2, 3を0で囲んでください）

貴学会に入会いたしたく評議員の推薦を添えて申し込みます。 1.変異原 2.検出系 3.毒 性 4.発生異常 5.汚 木汀九

フ 1) ガナ
6.疫 子邑 7.遺 伝 8.か‘ ん 9.微生物 10.高等動物

氏 名 ＠ 
11.高等植物 12.食 品 13.気体 ・粉じん 14.医薬品 15.農 薬

ローマ字つづり
16.代 謝 17.分子機構 18.その他（ ） 

生年月日，性別 年 月 日 男 女 研 究歴 （現在行っている研究の動向や興味の点について数行記入のこと）

（和）

所属機関

部局
（英）

職名

加入学会名 （本学会以外の）
〒 電話 内線

（和）

所属機関

所在地 （英）

推薦者 （日本環境変異原学会評議員）

氏名（署名） ＠ 
〒 電話

自宅 （和） I 入会申込者との関係（数行ご記入ください）

住所

（英）

会誌送付先 ① 所属機関 ②自 宅
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日本環境変異原学会奨励賞受賞者

第1回昭和54年度

長尾美奈子 「食品の変異因子に関する研究」

第2回昭和55年度

石館 基 「環境変異原及び癌原物質の染色体異常によるスクリーニング」

常盤 寛 「大気中の変異原性汚染物質の実態と研究」

第3回昭和56年度

賀田恒夫 「環境変異原検出に関する Rec-assayの開発とその応用」

第4回昭和57年度

松島泰次郎 「変異原性検出による化学物質の発癌性評価についての研究」

早津彦哉 「環境中の変異原物質の作用機序に関する化学的研究」

第5回昭和58年度

葛西 宏 「加熱食品中の強力な変異原イミダゾキノリンおよびイミダゾキノキ

サリンの発見」

第6回 昭和59年度

大西 克成 「環境中のニトロピレン類の検出及び代謝に関する研究」

第7回 昭和60年度

若林敬二 「食品中の新しい変異原前駆物質の研究」
11 

環境変異原研究 第11巻第 1号 1989年
第8回 昭和61年度

林 真 「invivo小核試験法の基礎と応用に関する研究」 I 平成元年10月15日発行

森本兼鍍 「ヒト末梢リンパ球における姉妹染色分体交換 (SCE)誘発に関する
発行者 日本環境変異原学会

研究」 編集責任者 長尾美奈子

第9回昭和62年度
国立がんセンター研究所発がん研究部

梁 治子 「ショウジョウバエによる環境変異原検出系に関する研究」 〒104 東京都中央区築地5丁目 1番 1号

藤川 和男 「ショウジョウバエによる環境変異原検出系に関する研究」 TEL 03-542-2511 

印刷所 学術企画印刷株式会社

第10回昭和63年度 〒112 東京都文京区小石川 2-5 -12 

土川 清 「マウス ・スポットテスト系の確立」 TEL 03-815-4841 
降旗千恵 「環境変異原 ・癌原物質のinvivo短期評価法の開発と応用」

山添 康 「環境変異原の酵素的活性化機構の研究」
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